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シンチカメラによるeeシンチグラム撮影条件の
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　近年㊤シンチクラムは悪性庖拓の検索のみならず広く良性

疾患にも応用され、その適応症例は多くなつている。我nの

施設でも全シンチグラム件数の約15－20％を占めている。

従来鍋シンチグラムにはスキャナーが好んで使用されてきた

が高解像力、大視野のカメラが普及し、スキャナーを所有し

ない施設も多く、　Gaシンチグラムにカメラを便用する事が

一般的となつた．スキャナーよりカメラの方が診断率が高い

ともいわれている。最近のカメラは2－3コのvtndowをもつて

多くのピークを持つ鍋の計数効率を上げているが、一方解像

力向上のためクリスタルは薄くなつている機種もある。又

低エネルキーttコリメーターは各社共多裡用意されているが

中、高エネルキー用コリメーターは檀類も少く各社のee用

推薦コリメーターの公称最高エネルキーも異る。又それに応

じて解像力、感度も異ると思われる．我々の施設では最近

SEARLE　IV－A，　V，　WOV、　日立GAMMA　VIEW、　東芝

GCA－401，　GCA－30：の6台の比較的最近のカメラで9種の中

、高エネルキー用コリメーターを使用する機会があったので

これらの組合　trよりGaシンチグラムの撮影条件の検討を試み

た。方法は⑱の異るエネルキーピークに対↑る櫨々v2wtndow

　での感度、解像力をコリメーターなし及ひコリメーター付

で検討した．　これらのデータより最適コリメーター、2

vtndov、3　vindovでのエネル，e　一ピークの選択、及び　その

windov’？等の決定を試みた．
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表示にっいて

　　　　　大阪医科大学　放科
　　　　　　福田徹夫、赤木弘昭

　　　　　島津製作所医用技術部
　　　　　　若林重興

　　　　　島津製作所システム部
　　　　　　高橋重和、細羽　実

コンピユータ処理画像のフイルムによる撮影に関して

ハードウエア及びソフトウエアにっいて検討した。

　従来、データ処理画像の撮影はボラロイドカメラ、

感熱紙あるいは静電プロツタなどによるものが一一me的

で、フイルムによる撮影はむしろオプシヨン的な取扱

いであつた。本学ではシンチカメラによるシンチグラ

ムとデータ処理によるシンチグラムをフイルムで統一

して撮影できるようにするためのデータ処理画像の撮

彰に関して以下の検討を行つた。

　使用したデータ処理装置は今春の放医学会で発表し

たシステムでECLIPSE－S／1　30、50　MBディスク、

800／1600Bpi磁気テープ、4014形グラフイツク
ディスプレ、フイルム撮影装置はサール社製マイクロ

ドツトイメージヤ3132型で、切換器で切換えること

により、カメラと共用して使用できるようにした。
　ハードウエア面ではデータ採取系としてA／D変換

器、出力系としてD／A変換器を用い、これらの中で

A／D変換器の精度が画質に大きな影響を与㌔ること

が判明した。

　マイクロドツトイメージヤへの出力は撮影画面を

4K×4Kにアドレツシングし、その中で種々のサイズ

のイメージおよび曲線の表示を行つた。

　撮像時間にっいては、リストモードデータをイメー

ジ変換後撮影を行うと、所要時間が長く、イメージ変

換を行わず直接フイルムに撮影する方法をとり時間短

縮を計つた。又その過程にパツクグラウンド除去、コ

ントラスト強調などの処理を行つた。

〔結果〕

　オリジナルデータと比較して、特徴の抽出が可能に

なり、ルーチンワークとして充分使用出来た。
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